
京都中部総合医療センター リハビリテーション科内

南丹圏域地域リハビリテーション支援センター

季刊誌
2024年秋 創刊号

第1回 事例検討会

7月30日に『心不全の病態生理と再発予防に向けての
地域における疾病管理の重要性』と題して、京都中部
総合医療センター 循環器内科部長 野村哲矢先生に
ご講演＋事例検討会を開催しました。
心不全は緩解と増悪を繰り返しながら終末期に向かう
病態であり、再発予防に向けた疾病管理が何より重要
なため、地域としてできることは何かについて事例を
交えてお話いただきました。
今回はオンライン開催（ZOOM）でしたが、30名近く
の関係者にご聴講いただき、非常に有意義な検討会
だったと、ご好評をいただきました。

〈講演スライド（一部抜粋）〉

京都府リハビリテーション支援センターでは、
京都府民が住み慣れた地域で安心して、いきい
きと暮らせるよう、急性期から回復期、維持・
生活期まで継続した総合的なリハビリテーショ
ン提供体制を実現するため、人材面、施設面、
連携面などから様々な施策を実施しています。
南丹圏域地域リハビリテーション支援センター
はその事業の一部を担っております。
今年度は季刊誌を発行し、その活動状況を報告
させていただきたいと思います。
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今年度から南丹圏域地域リハビリテーション支援センター
コーディネーターを担当させていただくことになった谷本
篤紀と申します。前任から引き続き地域のリハビリテー
ションを充実させるため、微力ながら活動してまいります。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

〈資格など〉
・理学療法士
・心臓リハビリテーション指導士
・心不全療養指導士
・全米ヨガアライアンス RYT200
・南丹市スポーツ推進委員
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第1回 看護職・介護職リハビリテーションステップアップ研修

8月30日に『高齢者のための熱中症対策』として、大塚製薬
株式会社熱中症対策アンバサダー尾﨑巧泉さまにご講演を
いただきました。20名ほどにご参加いただき、熱中症が起こ
るメカニズムや対策方法等について理解が深まりました。

【今日のヨガ】

木のポーズ Vrksasana
左脚に体重をのせて、右足裏を左太も
も内側につける。両手を胸の前で合掌
し、天井方法へ伸ばす。
下肢筋力とバランス向上をはかります。

10/30（水）〈第2回看護職・介護職

リハビリテーションステップアップ研修〉
『単なる「移動」だけにしない

動作介助とポジショニング』
講師：京都中部総合医療センター

リハビリテーション科 谷本篤紀・高位篤史

10/1（火）〈第2回事例検討会〉

『南丹圏域における在宅医療の現状と課題
–コメディカルスタッフに期待すること-』

講師：明治国際医療大学附属病院
外科・在宅診療部長 神山順先生

『当院における訪問リハビリテーションの
現状と課題』

講師：明治国際医療大学附属病院
総合リハビリテーションセンター 永山智貴先生

【今後の予定】

研修等の詳細についてはお問い合わせください。

圏域内の地域支援について、ご希望等ございましたら、お気軽にお問い合わせください

地域支援活動
亀岡市宮前町湯ノ花平 「健康セミナー」

7月4日に亀岡市宮前町湯ノ花平集会所で健
康をテーマに講演と体操教室を開催させてい
ただき、同地区の活動について少しアドバイ
スをさせていただきました。主に「フレイル
予防」に関するお話と棒体操を実演し、皆さ
ま興味深く聴いていただきました。


